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 要　　旨
自分の持つ情報や意見・要望を他者に伝え、相手がそれを受けて返答するというコミュニ
ケーションは、人々の生活にとってなくてはならないものである。それゆえに、こうしたコミ
ュニケーションをより円滑かつ効果的に行えるように支援するための手段が、常に求められ
続けている。コンピュータ技術の発達で様々な形態のコミュニケーションツールが提供され
るようになり、より利便性のあるコミュニケーションが実現できるようになったことは明ら
かであるが、これだけ進歩してもなお問題点は存在する。チャットシステムなどのようなテキ
ストのみによるコミュニケーションは、微妙なニュアンスの表現が伝わらず、意思疎通のため
の表現の幅が限られている。また、情報発信の動機付けが十分でない、やり取りできる相手が
限られている、身体性が希薄である、といった問題もあげられる。
本論文では、これらの問題点を踏まえ、Web閲覧者同士が自由に交流し極めて多くの人々と
の交流を促すことを目的とし、Webページそのものをコミュニティ空間化することで、Web
ページ上におけるリアルタイムなコミュニケーションを支援するインタフェースを提案す
る。
まず、従来のコミュニケーションと、関連研究についての分析を行い、コンピュータを介し
たコミュニケーションにどのような問題点があるかについて分析した。
その分析をもとに、Webページ上におけるリアルタイムなコミュニケーションを支援する
インタフェースの設計を行った。対象のウェブページを訪れるだけで他者にその存在をアピ
ールするために、任意のウェブページを訪れているウェブ閲覧者全員をアバター表示させる
ようにし、さらに、複数のWebページをまたいでのコミュニケーションを実現するため、選択
したユーザと一緒にWebページを移動できる機能を加えた。また、各ユーザは自身の情報と
して、Webページの巡回の様子を他のユーザに表示するようにした。そして、テキストによる
メッセージのやりとりだけでなく、意思疎通のための表現の幅を広げるために、ウェブページ
上に図形を描けるようにした。
最後に、提案したインタフェースのプロトタイプシステムを実装し、このシステムの有用性
を検証するための評価実験を行った。シナリオ実験では、システムが概ね安定して動作するこ
とを確認した。また、コミュニケーション実験においては、被験者は提案したインタフェース
機能を利用したことを確認し、被験者による定性的な評価も概ね良好な結果を得た。
